
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

学 校 名 下呂市立馬瀬小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１０日（日）・１６日（土）・２１日（木） 

実 施 概 要 
   

 

①地区のふるさとまつりへの参加 
②家族参観（学習発表会）  
③２年生生活科探検 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  レ自然   □歴史   □文化   レ産業   レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者              ５０  人  
    計      １２０ 人 

地域関係者              ７０  人 

実 施 状 況 
 

①１１月１０日（日）に開催された馬瀬地区「秋のふるさとまつり」
に、多くの児童が参加し、会場を盛り上げた。 

②１１月１６日（土）に家族参観日として、また地域関係者にも参観
を呼びかけ、学習発表会を行った。  

・４・５年生は、稲作の発表を行った。地域の祖父母に教えていただ
きながら、田植えや稲刈り、脱穀をしたことについて劇にして発表
した。それを通して収穫の喜びや地域の祖父母への感謝の気持ちも
伝えた。 

・他の学年も保護者や地域の方に学習の成果を発表した。 
・児童の作品の掲示だけでなく、ハッピーメッセージも掲示し、保護者か
らも児童向けのハッピーメッセージを記入していただけるようにした。 

③２年生が西村地区を訪問した。保護者にも協力していただき、グループ
に分かれて活動した。訪問した地区の方々から山の管理や炭焼き小屋な
どの説明を聞いたりインタビューしたりして、交流することができた。 

成果及び課題 
  

    

＜成果＞ 

・学習発表会において、保護者や地域の方に学習の成果を発表し、あたたか
い拍手をいただくことができた。        

・稲作について学習した成果を発表したことで、田植えや稲刈りなどにかか
わる地域の祖父母の知恵や技について改めて児童に実感させたり、保護者
や地域の方に伝えたりすることができた。      

（主な感想）                           

・稲作作りの劇では、田植えや稲刈り様子がよくわかった。祖父母の方が昔
ながらの手作業でのやり方を覚えていて、子どもたちに教えてくださって
いることがわかってよかった。 

・２年生の子が元気な挨拶をしてくれてうれしかった。 

 ＜課題＞ 

・できるだけ多くの学年で、地域の方と交流したことの成果を発表できるよ
うに計画したい。 

 


